
Ｆ
‐

ラ
グ
ビ
ー
部

　
我
等
岩
中
ラ
ゲ
ビ
Ｊ
部
は
先
輩
の
残
し
た
光
輝

あ
る
成
績
を
受
獣
つ
い
で
、
あ
の
柴
。
冠
を
嵐
ち
得

ん
と
し
て
若
々
し
い
太
陽
の
下
で
、
馨
厚
上
田
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
於
て
熱
と
力
』
を
以
つ
て
猛
練
習
を
積

み
重
ね
た
。

　
　
　
・
春
季
對
盛
中
定
期
戦

　
　
　
　
於
上
田
努
・
専
グ
ラ
ー
ウ
ン
ド

　
五
月
八
日

φ
前
半
　
岩
中
の
先
駄
句
試
合
は
開
始
さ
れ
た

　
が
、
岩
中
に
風
下
に
陣
し
た
狐
か
思
ふ
橡
に
な

　
ら
ぞ
盛
中
キ
ッ
ク
ー
に
て
之
を
返
し
五
分
、
昼
中

　
に
岩
中
右
コ
ー
ナ
ー
附
近
に
五
ヤ
ー
・
ド
ス
ク
ラ

　
ム
を
得
押
切
ら
ん
と
・
し
た
が
、
岩
中
よ
く
ド
ロ

　
ッ
プ
ア
ウ
ト
で
。
之
を
返
す
。

　
其
の
後
互
に
中
央
ラ
イ
ン
を
挾
ん
で
、
キ
ッ
ク

　
の
・
最
良
と
な
り
、
混
戦
を
繰
返
す
中
ハ
ー
フ
タ

　
イ
ム
間
近
の
二
十
九
分
、
盛
中
は
自
陣
二
十
五

　
ヤ
ｒ
‐
ド
内
の
Ｔ
・
・
Ｂ
パ
ス
に
ミ
ス
あ
り
、
す
か



Ｉ
‘
’
、
ず
岩
中
Ｔ
・
Ｂ
太
田
此
の
球
を
カ
ッ
ト
し
て

左
隅
に
飛
込
ん
で
ト
ラ
イ
・
コ
ム
パ
ー
ト
成
ら

ず
。中
岩
３

岩

中

６

Ｏ
’
盛
　
中

５

岩栃
小
熊
逍

５０

｀－rへ盛
ＢＩ

ｔ
ｌ

　
中

５
・
盛
　
中

―

T.TB

Ｆ‥Ｂ

　
　
　
對
土
岐
工
場
戦

　
　
　
於
娶
専
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
六
月
六
日
）

　
我
々
は
五
月
八
日
に
於
け
る
對
盛
中
ラ
グ
ビ
ー

戦
に
於
て
香
し
く
な
い
戦
跡
を
得
し
総
、
此
の
日

此
の
日
岩
中
チ
ー
ム
よ
く
纏
り
の
あ
る
プ
レ
ー

を
見
せ
Ｆ
・
Ｗ
怪
力
を
利
し
て
ご
１
ル
ア
ウ
ト

し
Ｈ
・
Ｂ
よ
き
連
絡
を
見
せ
れ
ば
、
Ｔ
・
Ｂ
よ

く
そ
の
・
快
足
で
敵
を
屋
拉
し
絶
え
ず
敵
陣
内
Ｃ

戦
ひ
涼
く
も
勝
利
を
確
定
づ
け
た
。

岩

中

８

岩
　
中
８

R;;

･Iり

･_二.J

岩

中
８

ヱ
・
メ
ン
バ
ー

Ｏ
土
崎

３
土
岐

３０

｀-ヽｙ-･″

３
土
　
鰐

絢
藤
保
内
攻
木
江
島
島
　
木
花
田
野
田
原

源
流
ｔ
栃
赤
い
大
小
小
原
窪
竹
藤
丹
太
猪

　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
。
～
ｔ
　
ｌ

ＷＦ

Ｈ．Ｂ

Ｔ．Ｂ

？
ｙ
―
Ｉ
ｌ
ｙ
　
ｌ

(土崎)

田
藤
崎
石

根
伊
山
滞

Ｆ．Ｂ

石
谷
野
谷
　
島
田
紬
藤
谷
藤

帽
ノ
賀
賀
　
　
　
　
　
賀

津
駒
加
し
即
泉
月
収
部
安
部
安

　
か
ｉ
る
戦
績
を
以
っ
て
我
が
ラ
グ
ビ
ー
部
は
春

の
試
合
を
終
り
来
る
べ
き
秋
の
戦
に
對
し
て
悍
へ

る
侭
、
夏
作
の
合
宿
を
行
ふ
と
張
切
っ
て
ゐ
た
が

餌
の
命
令
で
巳
む
を
え
ず
中
止
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
破

目
に
落
ち
た
。
然
し
熱
烈
な
る
ラ
グ
ビ
ー
部
員
は

都
合
の
っ
く
限
り
啓
専
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
っ
て
、

八
月
二
十
日
か
ら
休
暇
明
け
ま
で
猛
暑
も
厭
は
ず

只
管
練
習
に
勁
ん
だ
。

東
日
・
Ξ
催
全
回
巾
等
學
校

　
　
　
ラ
グ
ビ
ー
大
貧
岩
手
順
強
選

　
　
　
　
於
　
上
田
啓
専
グ
ラ
ウ
ン
ド

主
審
　
佐
々
竹
氏

　
九
月
廿
七
日

岩
中
尉
盛
中

心
前
半
　
盛
中
こ
一
弓
‐
ニ
ら
づ
こ
・
’

Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ

７

-

　　ゝ

一一

〈
〉
役
牛
　
岩
中
盛
中
の
キ
ッ
ク
オ
フ
を
受
け
て
戦

を
匙
め
ヽ
六
分
岩
中
太
田
の
゜
ン
グ
キ
ッ
ク
を
　
　
こ
そ
は
長
年
の
宿
願
た
る
打
倒
上
略
の
意
気
に
燃

盛
中
Ｆ
’
お
工
藤
判
噺
を
誤
り
自
陣
辻
十
五
ャ
　
　
え
て
戦
っ
た
。

Ｉ
ド
か
ら
球
を
蹴
大
岩
中
の
キ
ッ
カ
ー
太
田
　
　
○
前
半
　
岩
中
の
キ
ッ
ク
オ
フ

と
共
に
疸
つ
た
が
、
迄
中
で
特
例
、
此
の
間
に

太
田
球
を
柿
へ
て
ポ
ス
ト
直
下
に
ト
ラ
イ
・
コ

ム
パ
ー
ト
成
ら
ず
、
其
の
後
岩
中
梢
似
・
ぢ
ゆ
る

め
し
儒
か
自
陣
五
ヤ
ー
ド
ス
ク
ラ
ム
か
ら
盛
中

Ｈ
・
Ｂ
中
島
に
と
フ
イ
を
許
す
。
盛
中
コ
ム
パ

ー
ト
成
る
。

◇
後
半
　
其
の
後
岩
中
順
調
に
戦
を
混
め
、
吸
水

　
太
田
等
足
の
早
い
バ
ッ
ク
に
よ
り
益
々
好
調
の

　
プ
レ
ー
を
見
せ
、
對
盛
中
戦
の
時
と
は
全
く
見

　
違
へ
る
位
の
励
き
を
見
せ
て
大
診
す
。

,~心ヽ
０８

　中

　６

ｒ－．'ヽ一一ヽ

３３

岩
中
メ
ン
バ
ー
ー
左
の
如
し
。

内
深
谷
藤
木
江
刺
幻
木
田
田
野
竹
原

々
　
ゴ
八

　
　
　
島

Ｇ島

佐
大
小
小
原
宿
太
腿
丹
花
猪

Ｕ
い
‥

Ｆ

Ｃ
１
‐
；
！



ロ
綴
み
に
思
ふ
我
が
Ｆ
・
・
Ｗ
‥
は
平
素
現
は
し
て
　
　
　
か
く
て
我
等
岩
中
ラ
ガ
ー
は
、
仝
國
中
等
學
校

ゐ
る
・
買
力
を
十
分
登
揮
し
得
ず
、
絶
え
ず
苦
闘
　
　
ラ
グ
ビ
ー
犬
合
、
仙
冷
地
冥
撮
逍
の
出
場
握
を
得

の
中
に
も
チ
ャ
ン
ス
を
よ
く
つ
か
ん
で
之
を
　
　
た
。
翌
日
か
ら
メ
ン
づ
・
’
に
鍵
選
、
叉
醍
乏
を
重

　
も
の
に
し
、
一
辿
一
氾
の
戦
を
績
け
た
が
、
二

　
十
三
分
、
自
陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
の
ス
ク
ラ
ム
か

　
ら
の
球
を
岩
中
鰹
木
大
き
な
キ
ッ
ク
で
盛
中
軍

　
の
背
後
を
突
き
、
太
田
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
之
を
つ

。
か
ん
で
稿
走
し
、
ト
ラ
イ
成
る
。
ゴ
ー
ル
成
ら

　
ず
。

◇
後
半
　
後
半
に
入
る
や
岩
中
軍
日
頃
の
元
気
を

　
取
戻
し
、
接
戦
を
綾
け
る
中
、
又
も
や
二
十
五

　
ヤ
ー
ド
ラ
イ
ン
上
の
ル
ー
ズ
よ
り
の
球
を
岩
中

　
鷹
木
よ
く
っ
か
ん
で
、
約
二
十
ヤ
ー
ド
稿
走
し

　
左
よ
り
に
ト
ラ
イ
ゴ
ー
ル
成
ら
ず
、
其
の
後
岩

　
中
絶
え
ず
、
盛
中
軍
を
リ
ー
ド
し
つ
ｉ
戦
を
終

る
ｏ

岩

　中

　６

､･ぶ、

３３

々

アー
ー
Ｘ
。
Ｆ

00

Q･－ヽy~ﾉ

０
盛
　
中

Ｔ．Ｂ

れ
て
十
分
な
る
用
意
の
下
に
太
陽
の
西
山
に
浸
す

る
ま
で
た
ゆ
ま
な
き
苦
し
み
の
練
習
を
鴫
ん
だ
。

仙
蔓
遠
征
記

於
仙
毫
評
定
河
原
（
十
月
ハ
ロ
）

TB

　
　
　
　
　
　
　
主
審
　
上
　
田
氏

對
仙
亮
工
業

◇
前
牛
　
岩
中
先
取
で
、
開
始
中
央
ラ
イ
ン
を
挾

　
ん
で
接
戦
を
続
け
、
九
分
頃
か
ら
岩
中
よ
く
屋

　
廼
し
敵
ゴ
ー
ル
十
ヤ
ー
ド
に
洽
っ
た
が
黙
に
な

　
ら
ず
、
仙
工
陣
内
で
戦
っ
て
ゐ
た
が
、
仙
工
の

　
キ
ッ
ク
に
返
さ
れ
、
中
央
線
の
混
戦
と
な
る
。

　
二
十
二
分
岩
中
又
優
勢
に
仙
工
陣
内
に
発
泡
し

　
敵
ゴ
ー
ル
五
ヤ
ー
ド
ス
ク
ラ
ム
の
チ
ャ
ン
ス
を

　
得
た
が
も
の
に
な
ら
ず
、
盲
竺
廻
の
裡
に
附

　
軍
無
得
勁
の
ま
ｘ
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
。

◇
後
半
　
岩
中
日
頃
の
練
習
の
結
果
を
よ
く
現
は

　
し
、
三
分
中
央
線
の
・
ル
ー
ズ
か
ら
川
た
球
を
原

　
拾
っ
て
薦
本
に
渡
せ
ば
、
鷹
本
よ
く
中
央
ラ
イ

　
ン
を
作
い
て
伯
エ
ゴ
ー
ル
に
泊
百
、
七
分
敵
軍

二
十
五
ャ
ー
ド
ル
ー
ズ
か
ら
出
た
球
を
Ｔ
・
Ｂ

の
パ
ス
か
ら
再
び
混
戦
と
な
っ
た
の
を
男
木
拾

っ
て
ト
ラ
イ
。
十
分
岩
中
敵
陣
五
ャ
ー
ド
ス
ク

ラ
ム
か
ら
Ｆ
・
Ｗ
押
し
ま
く
っ
て
ト
ラ
イ
。
十

二
分
更
に
岩
中
Ｔ
・
Ｂ
の
バ
ス
か
ら
藤
田
受
け

て
ト
ラ
イ
。
此
の
間
に
岩
中
十
二
黙
を
り
Ｉ
ド

す
る
。
二
十
一
分
、
岩
中
又
も
や
岩
中
自
陣
か

ら
Ｔ
・
Ｂ
よ
く
抜
い
て
敵
ゴ
ー
ル
、
五
ヤ
ー
ド

に
廼
っ
た
が
、
キ
ッ
ク
に
返
さ
れ
た
が
、
更
に

二
十
九
分
、
岩
中
敵
陣
二
十
六
ヤ
ー
ド
漫
り
か

ら
吸
水
こ
脇
田
と
渡
り
、
藤
田
廻
り
込
ん
で
卜

ラ
　
イ
ｘ

一
〇
１

か
く
し
て
終
始
岩
中
仙
工
や
扇
倒
し
て

ｏ
で
聚
勝
し
、
晴
の
決
勝
へ
臨
む
事
が

出
来
た
。

岩

ｈ
ｌ
‘
り

Ｉ
Ｉ

雨
軍
メ
ン
バ
ー

ＷＦ

､-Aヽ-、

150

００

七　ｎ

　仙

Ｈ．Ｂ

工
Ｔ／Ｂ

Ｆ．‘Ｂ

粕
内
深
谷
蒜
木
島
花
江
　
木
田
田
村
田
原

呻
栃
小
怯
娃
ら
小
竹
大
原
鰹
大
藤
中
武
猪

、
　
Ｃ
．
べ
．
Ｉ
『
　
ｒ
Ｉ
、
．
ゼ
、
！
、

ｊ
ｊ
　
ｌ
’
ダ
？
、
タ
″
Ｉ
／

7 0
一
浦
野
久
坦
泉
山
本
井
出
光
田
井
川
田

’
Ｅ
ｔ

Ｏ
堀
松
大
旱
小
畑
廣
菅
紳
久
銑
永
石
鎌

我
軍
メ
ン
バ
ー

　
内
深
谷
藤
木
島
野
江
　
木
田
田
田
原

栃
小
熊
逍
佐
小
丹
大
原
宿
昔
大
武
猪
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於

對
栴
檀
中
學

ｊ
ｊ

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｍ

ゝ
一刈

ン

.･

9ご

Ｉ
Ｉｊ

毫
評
定
何
原
（
十
月
九
日
）

レ
エ
フ
リ
ー

ら決

勝

戦

心

佐
々
竹
氏

栴
中
先
蹴
に
て
戮
を
交

へ

'●

W･

挟
ん
で
一
巻

十
ヤ
ー

ド

１

イ
を
得
た
が

一
見
五
分
、

中
央

岩
中
敵
ゴ

】
フ
イ

Ｉ

ル

右
隅
十
分
間
右
よ
り
に
ペ
ナ
ル
テ

ゴ
ー
ル
成
ら
ず
、

十
＝一一・

-

一一－

分
栴
Ｉ
・

―
‐Ｉ

内
三
十
ヤ
ー
ド
附
近
で
、
栴
中
潜
見
ハ
ン
ブ

陣ル

し
た
の
を
岩
中
蒲
田
拾
っ
て
長
脳
ポ
ス
ト
直
下

に
ト
ラ
イ
し
た
が
、

よ
き
三
黙

ゴ
ー
ル
成
ら
ず
よ
く
幸
先

を
先
取
し
た
。
然
し
二
十
五
分
栴
中

敵
陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
の
フ
リ
ー
キ

め
込
め
、
ゴ
ー
ル
近
く
の
ル
ー
ズ

　
て
右
寄

◇
後
半

‘
ご
４

Ｊ
刀

リ

y〃

－

!

．

ｌ

　ｌｙ

河

１

ト
ラ
イ

中
次

第
゛芦｀

心

１

賓

ツ
ク
か
ら
攻

か
ら
樹
拾
つ

カ
ー
ｙ
醍
拝
し
て
戦
っ
た

、
場
所
不
馴
れ
の
拐
か

元
気
盛
ん
な
れ

'
&
f
6
'
に
な
ら
ず
、
反
則
多

十
五
分
と
紬
け
て
ト
ラ
イ

ｓ
／

ど
思

八
分
、
十
一
分

ペ

ナ

ル

テ

ゴ
Ｉ
ル
を

許
す
。
そ
の
間
百
ｌ
ｏ
と
岩
中
リ
ー
ド
さ
る
。

其
の
縦
岩
中
選
手
よ
く
挽
回
し
、
元
気
に
戮
ひ

二
十
七
分
岩
中
敵
ゴ
ー
ル
五
ヤ
ー
ド
、

ム
心
チ

ヤ

ン
ス
を
弓

４．

１１
Ｓ
‐
Ｘ
・
Ｉ
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貳/

ｉ

キ

ツ

ク

』－

１ヽ～

ス
ク
ラ

返
さ
れ

ノ

１

タ
イ
ム

ツ
ク
を
栴
－ｑ

Ｃｙ１
嗜
１

前

麿
起
し
た
。
岩
中
武
田
の
キ

　●

Ｂ

蹴
り
込
み
イ
ン
ゴ

¥
　
「
il

l･

●

Ｖｔ
・
ｓ
．

Ｘ
哨
Ｓ

ス
す
る
の
を
す
か
さ
ず

１

ル
に
韓
々
と
す
る
の
を
岩

お
さ
え
て
ト
ラ
イ
し

た
が
ノ
ー
タ
イ
ム
。

レ
Ｌ
Ｉ

Ｓ

の

日
我

が
ゴｊ

Ｉ

１ｌ

河’

II

ル
成

つ

ラ
グ
ビ

１
部
は
終
始
敵
を
屋
倒
し
、
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ
ー

ム
で
あ
っ
た

あ
る
柴
冠
を

Å

で岩

ｅ
ｘ
４

^
Ｒ

、
決
定
的
プ
レ
イ
少
な
く
は
え

今
年
も
叉
栴
中
に
ゆ
ず
リ
沢
を
呑

引
き
上
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

両
軍
メ
ン

　中

　８

､～４-、

５;ﾃ;

ｊ　
－
Ｉ

中）栴Ｃ

ﾊﾞ’

―ｊ

Ｉ
１
１

Ｘ
．
Ｉ
’ド．松

ゐ
だ
。
願
は
く
は

143
七
17
栴

中

木ぼ
Q
:
‾
s

Ｈ．Ｂ芦

き鶴
見

Ｉ
Ｉ
Ｉ－

FI
ｌ

Ｉ日

田
村
原

太
藤
竹
中

―

＆
.
A

１
Ｔ．

１

猪｀．Ｂ１

田
端
葉
寺
藤

　
　
　
野

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
登
揮

は
宿

敞
栴

よ
あ
く
ま
で
も
最
恋
心
つ

く

し

ｰ?″‘

≒

、

練
習
し
来
る

べ
き
日
に
は
栴
中
を
敗
ら
ん
事
を
我
等
は
心
か
ら

願
っ
て
止
ま
な
い
の
－7゛てS

　4

あ
る
。

冊
専
・
Ξ
催
北
日
本
ラ
グ
ビ
ー
大
官

讐
専
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
十
月
十
四

日

Ｗ

主
審
早
　
坂

　
此
の
一
日
我
等
は
熱
と
意

に
對
戦
す
。

前
牛

似
と
力
を
以
つ
て
盛
中

岩
中
佐
々
木
・
キ
ッ
ク
・

盛
中
を
雨
倒
し
た
が
、

オ
フ
始
よ
り

μ-|
河了

中

Ｆ

Ｗ

日
頃
の
宕

力
を
充
分
妾
揮
す
る
事
が
出
来
ず
、
十
気
分

中
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